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～講評～ 

Ⅰ 浮力・単振動の問題。復元力、角振動数の関係を理解しておくと時間をかけずに完答できる。ただし、最後の問

題は立式ができたとしても、その後の式変形が大変だと思われる。 

Ⅱ コンデンサーと金属板挿入の問題。問 3 までは公式の利用ですぐに対応可能。半分程回答できれば良いだろう。 

Ⅲ ピストン中の気体の問題。やや難度が高い問題が出題されているため、時間内にすべてを解答するのは難しい。

解きやすい問題を解き、問 3 までを正解したい。 

 

全体の難易度は昨年度と同様。一次合格ラインは 6 割弱だと思われる。浮力と単振動の問題をどこまで解答でき

たかが勝敗を分けるだろう。 

 


